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看護学の 科学領域と学問対象
高間静子
富山医科薬科大学医学部看護学科
は じめに
その 学問が独自の 学問で あるか を問う意味は,
そ の 学問を基盤に して生きる こと を独自の 業とす
る職業に と っ て は非常に 重要とな る. 字 の ごとく
人間は自然か ら多くの こと を学び知識を獲得し,
問 つ づ ける こ とに より自然 に お ける事象の 仕組み
を明らか に して , 共存する上で の 知識基盤を構築
して い る
. 揮潟久敬氏は学問する こ とと は事実を
正確 に知る (観察), 仮説を立て る (構想), 事実
に よ っ て 証明す る ( 実験), 仮説 を学説 とす る
(承認)の 過程を踏む こ とで あり , 学説 の 確立 の
段階は こ の プ ロ セ ス で あると して い る 1). っ ま り,
論証過程を経た知識 の 体系化 を求めて い る. 看護
学が独自の 学問と して 成り立 たせ る に は, そ の 学
問を基盤に して 活動する看護 に おい て は不可欠 な
もの が対象とな る. 看護学 は看護活動上 の不可欠
な知識と して体系化が可能な学問で あ ると い う共
通認識が で きる ように な っ て 日 は浅く, 看護学が
研究に耐え うる学問で あると認識され て , 大学 の
他 の学問群と同等に , 看護学を教育 ･ 研究する学
部 ･ 学科が設置さ れて10年余を経て い るに すぎな
い
. しか し, そ の 学問分野を構築する に はその学
問分野独自の学問対象が明確で ある ことが重要で
あるが, 看護学で は明言さ れる こ とば なく. 看護
に関連する近接科学が対象と して い る領域の こと
を追究する とい う こと に留ま っ て い た . これ は看
護の 基盤と なる学問 の 体系化 に は何を追究すべ き
か に つ い て の学問対象が明確 にされ て こ なか っ た
こ とに拠る . 本稿で は看護学 はどの よう な科学領
域に存在するの か , また , 何を学問 の対象と して
い るか に つ い て 述べ て み たい .
学問と科学領域
人間を中心 に科学を ど の よう.に と らえ て い るか
に つ い て調 べ る と, 科学は人間を中心 に して どの
ような構造をな して い るか に つ い て 改めて 整理さ
れ , 報告され た の は1970年代 の こと で あ る2 ). 料
学とは人間に よ る対象認識 の しか た及 びそ の 内容
をさす. 1970年代の 日本学術会議 の答 申で , 科学
領域は人間を中心に して ど の よう な対象認識 の し
か たをするかで生命科学領域 , 物質科学領域, 意
識科学領域, 価値科学領域 の 4領域に 分 けて い る
(表1).
表2 に は各科学領域と学問対象に つ い て示した.
生命科学領域で は(丑宇宙 の あ らゆる生物 の生命の
構造と機能 の仕組み , お よびそ の評価方法, ②生
命 の も つ 生活体 の 仕組み (生態機構), ③生物 の
破壊 ･ 修復 ･ 再生等の 機構とそ の 評価 (病理機構,
診断, 検査) 及び改善方法 (治療), ④生物をと
りまく あら ゆる事物 ･ 現象 など に対する そ の 生物
の 身体的 ･ 精神心理的 ･ 行動的反応の 特徴 (反応
の査定) とそ の 評価方法 (看護診断)お よび改善
方法 (看護), ⑤生物を とり まく あ らゆ る事物 ･
現象等の 生物 へ の作用とそ の 評価方法 (診断) ･
修復方法等 (治療) 等を学問 の 対象 と して い る .
それら の 科学 に は生物学, 遺伝学, 動物学, 植物
学, 医学, 農学, 分子生物学, 水産学, 園芸学,
畜産学, 獣医学, 栄養学, 衛生学 , 人間学, 針灸
学, 歯学等が該当するだ ろ う. しか し, 当時は看
護学 は学問 の 範時に は入れ られ て は い なか っ た.
人間と い う生物を対象に して い る医学 の各領域科
学は どの 部分を学問の 対象と して い るか に つ い て
み ると, 主と して ①に つ い て は解剖学 ･ 生理学分
野が対象として お り, ② に つ い て は医学全般が対
象と して おり, ③に つ いて は病理学, ビ ー ル ス 学 ･
細菌学, 免疫学, 臨床医学全般が対象と して おり,
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表1 科学領域 とその構造
【価値科 学額域】
政治 学 文 化 学 情報学 デザイ ン 学
経 済学 言 語 学 観 光学
美 術 被 服 学 経営学
音 楽 宗教 学 工 学
統 計学 社会 学 流通学
財政 学 法 学 家政学
教 育学 商 学 芸 術学
教養 学 福祉 学 造形 学
心 理 学
【意識科学額域】
【生 命科学額域】
歯 学 生 物学 保健 学
鍍 灸学 遺伝学 栄養 学
人 間学 動物学 体 育学
植 物学 獣 医 学
医 学 畜産 学
看護 学 衛生 学 農 学 海洋 学
分子 生 物学 酪農 学
福祉学 水産学 園 芸 学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
子
理
文
子
球
震
粒
物
化
地
天
数
電
地
地
素
【物 質科学領域】
原子 学
光科学
薬 学
海洋学
さ らに⑤に つ い て は主 と して公衆衛生学, 保健医
学 な どの 基礎医学 ･ 臨床医学全般が学問の 対象と
して い る .
物質科学領域で は物質 の 構造と性質の 機構 , 物
質間 の 作用およ び事物 ･ 生物 へ の 作用と そ の 評価
方法, 物質 の 製造過程等と して い る . これ らの
領域に属するもの に化学, 物理学, 地学, 天文学,
電子学 , 地球学, 地震学 , 素粒子学, 原子学 , 光
化学, 薬学, 海洋学等が該 当するで あ ろう .
価値科学領域と は人間が生存する上 で意味ある
もの と して生み 出され た事象 ･ 現象 ･ 事物 ･ 考え
方 ･ 方法等 の 価値的存在 を追究する科学領域と し
て い る . 政治学, 経済学, 美学, 音楽, 統計学,
財政学, 教育学, 教養学 , 文化学, 言語学, 社会
学, 宗教学 , 社会学, 法学, 商学, 福祉学 , 情報
学 , 観光学, 経富学, 工学, 流通学 , 家政学, 芸
-2-
術学, 造形学, 史学, デザ イ ン学等が この 領域 の
属する で あ ろう.
4 つ 目 の 領域 は心を対象と して い る意識的科学
領域で ある . こ の 領域 はあら ゆる動物の 精神 ･ 心
理作用の機構とそ の 評価方法 , 心理現象の 実体と
機構お よび評価方法等を学問対象と して い る . こ
の領域に は人間心理学, 社会心理学, 企業心理学,
児童心理学 , 犯罪心理学等の JL､理学全般が所属す
る. しか し, い ずれ の 科学もそ の科学が主たる対
象と して い る科学領域 の こ と だけで はなく, そ の
他 の 3 つ の 科学領域が目的と して い る ことを学問
の対象と して い る場合 もある .
それ で は科学や学問と い う言葉が頻繁に使われ
て い るが , そ の 定義を明確に して , 2 つ の言葉に
どの よう な違 い が あ るか を比較す ると , 科学 の
s cien c eは ラ テ ン語か らきて い る ｢知識｣で あ り,
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表2 科学領域と学問の構造
科学領域 学 問 の 対 象
生命科学領域 ○ 生命体の 構造 . 機能と評価方法
○ 生命の も つ 生活体 の仕組み
○ 生命の破壊 . 修復 . 再生 の機構と評価 . 改善方法
(病理, 治癒過程, 再生機構) の 評価 (検査. 診断)
と改善方法 (治療方法)
○ 事象 . 現象に 対する生活 の反応とそ の評価方法
(身体. 精神 . 行動等 の反応の性質評価) と
反応の仕方と改善方法 (看護)
○ 全事象 . 現象の 生物 - の影響 (作用) とそ の評価 .
改善方法 (予防方法)
物質科学領域 ○ 物質の構造と性質, お よびそ の 評価方法
○ 物質間の 作用と評価方法
○ 物質の 事象 . 生物 - の作用 とそ の 評価方法
○ 物質の 製成 . 製造過程
価値科学領域 ○ その 科学の 人間生存上 の意味
○ その 科学が生み出 した事象 . 事物 . 哲学 . 方法 . 機構 .
理論等の 人間に と つ て の価値と応用
○ 価値基準の 開発
意識科学領域 ○ 心理現象の 発現機構と普遍性
○ 心理現象の性質と構造 の明確化
○ 心理現象の 評価方法 ○病理心理 の機構と評価
○ 心理 の 変容 と要因 ○心理 の修復 . 改善方法
そ の 水準 は科学的に論証過程を経 た知識をさ して
い る . 学問 は1e a r ni g で あ り ギリ シ ャ 語か らき
て お り, 学ん だ こ と の 実体に つ い て真理を明確に
し, 共通 に使用で きる知識と して 洗練させ体系化
する こと で ある . したが っ て , こ の 2 つ の 言葉 の
概念に は違 い はあるが , 論証過程を経た知識しと
して共通 に使用で きる もの に し, 体系化する とい
う ことで は 一 致して い る. そ の ために 同意昧で使
用される ことが しば しばみられ る ことがある . 筆
者も科学領域とか学問領域かと問う時, こ の よう
な意味合い か ら使用して い る . したが っ て , 看護
学が代替不能 の 独自の 科学 (学問)で あるか を問
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う時に は, 科学的論証過程を経た知識 の 体系化が
可能で ある と い う条件が求め られ る こと に なる .
それ で は, 看護学 に はどの ような知識体系が可能
か を考え たい .
看護と看護学
看護学が学問と して成立させ る に は, 看護を支
え る基盤に な っ て い る学問が看護学 で あるならば,
看護と はどの ような業な の か, 看護と命名で きる
独自 の 活動と は何か を知る必要が あろう . 1980年
の A N Aの 定義で は ｢実際 に ある健康問題 , ま た
看護学の科学領域と学問対象
は起 こり うるおそれ の ある健康問題に対する人間
の 反応を診断し治療する こと で ある｣ と述 べ , 人
間の反応 は観察可能な徴候や ニ ー ド, 関心, 出来
事, ジ レ ン マ , 困難, 発生, 事実で あり , 看護実
践の 対象 の 範囲内に ある現象と して 記述で き, 料
学的に 説明で きる｣ と して い る
3 )
.
っ まり, 看護
は代替不能性を備えた独自の 機能を も っ た活動と
い うこ とがで きる. こ の 活動 の 基盤と して くる の
が看護学で あ り, 学問と して 位置づ け学ばれ るよ
う にするな らば , 学 ぶ こ とが で きる ように論理 的
に 共通 の言葉を与えて 説明で きるよ うに して おく
こと, つ まり真理 とその 体系化をして おく こ とが
必要と なる . 独自の学問 の成立条件 に は, ①学問
と して の領域が明確で あ る, ② そ の 学問独自の 対
象が明確で あ る. ③学問の 対象を追究する方法論
( 考え方) お よ び方法 (研究方法) が明確 で あ る
ことが条件と して きて い る.
それ で は, 看護学は どの よう な科学 (学問) 領
域に はい るの かを, 日本学術会議編に 示して い る
科学領域から検討すると , 看護 は ｢生活体と して
生活する人間が, 生活環境に おける事象 ･ 現象 に
対 して ど の よう に反応 (身体的, 心理 ･ 精神的,
行動的反応) を示して い るか を査定 ( 評価)し,
健康生活の概念か ら判断 して改善 (治療)した り,
ま た, 現存ある い は潜在 の 健康問題に対する人間
の 反応を診断 ･ 治療する こと｣ で あるな らば, そ
の 知識基盤として 何を学問する ことが重要か を明
確に する こ とが重要と なる . こ こで 提示 した こと
を看護 の 定義とする ならば, ①環境 に対する人間
の 反応 の 性質と評価, ②健康問題 に対する人間の
反応 の 特徴と性質の 評価 (看護診断), 健康 の 各
レ ベ ル にお ける改善 ･ 治療 (看護実践) の 方法,
改善 ･ 治療さ れたか否か の評価 (看護評価) 方法
等に つ い て の 知識が , 看護活動に お ける基盤学問
と して体系化する ことが必要と なる . こ の こ とを
看護の基盤学問の対象と して 位置づけるな らば,
生命科学領域の 学問対象 の④が看護学の 主た る学
問対象とする こ とがで き, 看護学 は生命科学領域
に ある ことが説明で きる. しか し, 看護技術や看
護が人間 の 生存に価値 あるもの と して 産みだされ
た もの と して 解釈すると価値科学領域 に入り, ま
た, 看護学 は人間 の心理 ･ 精神的反応 の特徴を評
価する こ とを も学問 の 対象 とする ならば意識科学
領域に 入ると解釈で きる. しか し, 健康問題 の 評
価と改善 の ため に つ なが る生 き方を支援する こ と
に関連する ことを学問対象とする こと から, こ の
学問 の究極的目的は, 人間 の 生命 の 存続 ･ 至福に
寄与する学問で あ ると い う こ とか ら, 生命科学領
域と した ほ うが妥当と考え る .
結 語
平成5年度に看護学科が開設し10年目を迎え よ
うと して い る . 看護学 の科学領域も学問対象に つ
い て も明確 にする こ ともなく, 只, 看護職は専門
職で あり, 専修学校教育 レ ベ ル で の 教育を受けた
看護職で は時代 の 社会的 ニ ー ズ に は対応で きな い ,
大学教育で の高度 の 教育が必要だと して 発足 した .
しか し, 研究活動 の 活性度は たかまり, 看護に必
要な知識の研究は行なわ れ て きて い るが, 看護学
と して の 知識の 体系化が漠然 と して い る. これ は
看護と い う活動 は明確 にさ れ て きて い るが , そ の
基盤に どの よう な知識が学問と して 体系化され る
必要があるか に つ い て具体的に論じる ことがなか っ
たこ とに よるもの と考え る. ま た, 看護学と い う
独自の学問が ある とは漠然と認識 して い て も, ど
の ような科学領域 に あり, ど の ような こ とを主と
して 学問の 対象とするかを論議さ れる こ とは少 な
か っ た こと に もよ る. 開設10年目を迎え るに あ た
り , 只漠然と研究課題がみ つ かり次第 , 看護研究
を行なうと い う こと で はなく, 看護職 に ある者 は
看護の 基盤と なる学問を明確 に し, 体系的に構築
する作業を研究と して 意識的に行なう ことに より ,
学問と して整備し体系化する責務がある. したが っ
て , 看護学 は生命科学領域 の 科学で あると い う前
提 に た っ て , 生命科学領域 の 看護学周辺 の 学問が
主と して 対象と して い る こ とと の 違い を考え て み
た
. 看護は現存ある い は潜在 の 健康問題 (課題,
現象) に対する人間の 反応を診断 ･ 治療する こと
で あり , 看護学は看護活動に 不可欠な知識の.体系
化を行なうため に , 生活環境 に お ける事象 ･ 現象
に対する人間の 反応 (身体的, 心理 ･ 精神的, 行
動的反応) を把握する ための 評価方法, 現存ま た
は潜在 の 健康問題に対する人間 の 反応を診断 ･ 治
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痩 (看護診断, 看護方法) するの に必要 な知識を
追究する こ とが学問の 対象で あり, 主と して生命
科学領域 の 学問と考え る. 本稿を機会 に更に検討
が加えられ る論議が活発に なる こ とを念願する.
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